
問
富
田
林
警
察
署
〔
☎

（25）
１
２
３
４
〕

歳
末
警
戒
を
実
施

　

現
在
、
大
阪
府
下
に
お
い
て
は

高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
被
害

が
急
増
し
て
お
り
、
富
田
林
市
内

に
お
い
て
も
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
ペ
ー
ス
で
被
害
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
年
末
年
始
は
、
還
付
金
詐

欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
に
加
え
、
空

き
巣
な
ど
侵
入
犯
罪
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

も
被
害
防
止
の
た
め
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
還
付
金
詐
欺
の
犯
人
は

①
役
所
な
ど
の
自
治
体
の
職
員
に

な
り
す
ま
し
て
信
用
さ
せ
る

②
医
療
費
、
保
険
料
、
税
金
な
ど

の
過
払
い
が
あ
り
「
お
金
が
戻
る
」

と
言
う

③
お
金
を
受
け
取
る
た
め
に
「
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
が
必
要
」
と
言
う

④
「
今
な
ら
間
に
合
う
」
と
言
っ
て
、

急
い
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
向
か
わ
せ
る

⑤「
手
続
き
の
方
法
を
説
明
す
る
」

と
言
っ
て
、
実
際
は
振
り
込
み
操

作
の
指
示
を
出
す

・
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
留
守
番
電
話
や
着
信
拒
否
設
定
、

通
話
録
音
機
能
を
持
っ
た
防
犯
機

能
付
き
電
話
を
活
用
す
る

②
公
的
機
関
に
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お

金
が
返
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
た

ら
詐
欺
と
考
え
る

③
相
手
か
ら
お
金
の
話
が
出
れ
ば
、

い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
家
族
や

警
察
に
相
談
す
る

●
自
動
車
盗
、
車
上
狙
い
の
被
害

防
止

・
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
防
犯
装
置

を
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
な
ど
を

置
い
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
や
女
性
に
対
す
る
犯
罪

の
被
害
防
止

・
一
人
で
遊
ん
だ
り
、
知
ら
な
い

人
に
つ
い
て
い
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
の
一
人
歩
き
は
特
に
気
を
付

け
、明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を
選

び
、防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
な
が
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
携
帯
電
話
の
操
作
は
不
審
者

に
狙
わ
れ
危
険
で
す
。

●
侵
入
犯
罪
の
被
害
防
止

・
玄
関
や
窓
は
、防
犯
性
能
が
高
い

施
錠
器
具
に
取
り
替
え
た
り
、
補

助
錠
を
取
り
付
け
た
り
し
ま
し
ょ

う
（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）。

・
家
の
周
り
は
夜
間
で
も
明
る
く
、

見
通
し
の
良
い
環
境
に
し
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
や
警
報
装
置
な
ど
の

防
犯
器
具
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

歳
末
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き　

12
月
17
日
㈯
、
午
前
10
時

〜
11
時　

と
こ
ろ　

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
1
階

ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

年末の交通事故防止運動
12月 1日～ 31日

知らせ合う　早めのライトと　反射材　　
あぶないよ　青でもきちんと　みぎひだり　　　　
乗るのなら　しっかりお酒と　ディスタンス

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
　

交
通
死
亡
事
故
は
、
日
没
前
後

１
時
間
の
「
夕
暮
れ
・
夜
間
」
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
と
歩
行
者
の
夕
暮
れ
・

夜
間
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

運
転
者
は
前
照
灯
の
早
め
の
点
灯
、

ハ
イ
ビ
ー
ム
の
上
手
な
活
用
、
歩

行
者
は
、
明
る
い
服
装
、
反
射
材

用
品
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
な
ど
の
活

用
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

　

高
齢
者
が
歩
行
中
に
死
亡
し
た

事
故
の
多
く
が
道
路
横
断
中
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
自
転
車
の
事

故
の
多
く
は
、
安
全
不
確
認
が
原

因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
事
故
を
無

く
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
ス
ピ
ー
ド
に
対

す
る
感
覚
が
鈍
っ
た
り
、
運
転
動

作
が
緩
慢
に
な
っ
た
り
し
、
事
故

へ
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、

非
常
に
危
険
で
す
。
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
道
路
交
通
課
（
内
線
４
１
６
）、

富
田
林
警
察
署〔〔
☎
（25）
１
２
３
４
〕

自動通話録音装置を 
無料貸し出し

　市役所職員をかたり「医
療費の還付金があります」などと言って、金銭
をだまし取る還付金詐欺の被害が続いていま
す。
　不審な電話があれば、家族や警察に相談しま
しょう。
　市では自動通話録音装置を無料で貸し出し
ています。この装置は固定電話に取り付けるこ
とにより、着信前に通話内容を録音する旨のア
ナウンスが流れ、自動で通話内容を録音するも
ので、特殊詐欺被害を事前に防止することが期
待できます。
※申し込み方法など詳しくは、お問い
合わせください。
問危機管理室（内線9503）
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　　　　　　　　　　　　とき
施設名など

26
㈪
27
㈫
28
㈬
29
㈭
30
㈮
31
㈯
１
㈷
２
㉁
３
㈫
４
㈬
５
㈭
６
㈮

市役所・金剛連絡所 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
市役所日曜窓口 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
休日急病診療　※１ ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー
保健センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
水道お客様センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
市民総合体育館・青少年スポーツホール 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー 〇 〇
総合スポーツ公園 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー 〇 〇
図書館（中央・金剛）　※２ ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
公民館（中央・金剛・東・喜志分館）ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
人権文化センター・児童館 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
T
ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造館） 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
すばるホール　※３ ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
レインボーホール（市民会館）　※４ 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー 〇 〇
市民公益活動支援センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
総合福祉会館（社会福祉協議会）　※５ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
かがりの郷　※６ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
けあぱる　※７ ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
農業公園サバーファーム ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
にこにこ市場　※８ ー 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー 〇 〇
旧杉山家住宅・旧田中家住宅・
じないまち交流館 ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

レインボーバスの運行 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
富田林斎場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 〇
富田林霊園管理事務所　※９ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
自転車等保管所（撤去自転車など） 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇
きらめきファクトリー 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

年末年始の
業務案内

※市役所の業務は、
年末が12月28日㈬まで、
年始は１月４日㈬からです。
※１　内科・歯科は休日診療所、小児
科（中学生まで）は済生会富田林病院
で診察しています。受付時間などは、
24ページをご覧ください。
※２　12月28日㈬～令和５年１月４
日㈬は、エコール・ロゼの返却ポスト
は利用できません。
※３　12月28日㈬、令和５年１月４
日㈬は、午後５時30分で閉館します。
※４　12月28日㈬は、浴場の利用は
できません。
※５　12月29日㈭～令和５年１月５
日㈭は、浴場の利用はできません。
※６　12月28日㈬～令和５年１月４
日㈬は、浴場の利用はできません。
※７　12月29日㈭、30日㈮は介護老人
保健施設の受け付けのみ営業しています。
※８　12月30日㈮は、午後の営業は
ありません。
※９　12月29日㈭～令和５年１月３
日㈫も終日墓参りはできます。

〇印は業務日

南河内環境事業組合　ダイオキシン類測定結果 
～全て基準値を下回っています～
　南河内環境事業組合第１清掃工場（ごみ焼却場）から排出
されるガスや周辺地域の大気、土壌などに含まれているダイ
オキシン類濃度について、８月２日に地元住民立ち会いの下
測定しました。
　同清掃工場の排出ガス１㎥中のダイオキシン類濃度の測定
結果は、0.14ng（ナノグラム）（１ngは、10億分の１g）で、
国の排出基準値の１ngを下回っています。
　次に、周辺大気１㎥中のダイオキシン類濃度の測定結果は、
同清掃工場より東方向250ｍの農業公園サバーファームで
0.0061pg（ピコグラム）（１pgは、１兆分の１g）、同じく北
北西方向0.9kmのグリーンピア東条では0.0061pg で、大
気環境基準値の0.6pg を下回っています。また、周辺土壌１
g中のダイオキシン類濃度の測定結果は、同清掃工場より北
方向0.8km地点で、2.7pg となっており、土壌環境基準値の
1000pgと比較するとかなり低い数値となっています。
問南河内環境事業組合〔☎（33）6584〕

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
そ
の
機
能

性
や
経
済
性
か
ら
、
私
た
ち
の
生

活
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
道
路
な
ど
に

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
河
川
か
ら
海
へ
流
れ
込
む
こ
と

に
よ
り
、
海
洋
汚
染
の
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
と
ん
だ
ば
や
し
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を

行
い
、「
お
お
さ
か
マ
イ
ボ
ト
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
に
加
入
す
る
な

ど
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ

ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
き
、
使
い
捨
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
利
用
を
控

え
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

9
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年末年始のごみ・し尿収集日
問環境衛生課（内線 144～ 146）

年末年始のごみ収集日 ※下表にない収集地域は通常の日程で収集します。
※下表中の空欄になっているゴミの収集については通常の日程で収集します。

燃えるごみ
令和５年１月４日㈬より通常の日程で収集します。　※１月１日㈷～３日㈫は休み。
◎月・木曜日の収集地域は、年末は 12月 29日㈭まで、年始は５年１月５日㈭から
◎火・金曜日の収集地域は、年末は 12月 30日㈮まで、年始は５年１月６日㈮から
◎水・土曜日の収集地域は、年末は 12月 31日㈯まで、年始は５年１月４日㈬から

粗大ごみ 令和５年１月４日㈬より通常の日程で収集しますが、２日㉁～３日㈫の収集地域は、
下表の日程に変更して収集します。

資
源
ご
み

カン・ビン、ペットボトル、プラスチック製容
器包装、牛乳パックなど

令和５年１月４日㈬より通常の日程で収集しますが、２日㉁～３日㈫の収集地域は、
下表の日程に変更して収集します。
※収集日程の変更により、次の週も同じ資源ごみの収集がある場合があります。

収集地域 粗大ごみ カン・ビン・ペットボトル
牛乳パックなど プラスチック製容器包装

金剛錦織台、金剛伏山台、寺池台二～四丁目 1/ ２㉁→ 12/29 ㈭

新堂（PL のみ） 1/ ３㈫→ 12/30 ㈮
嬉、彼方、寿町、昭和町、錦ケ丘町、伏見堂、
不動ケ丘町、富美ケ丘町、横山、若松町西

1/ ２㉁→１/９㈷

川向町、甲田、桜ケ丘町、新家一～二丁目、常盤町、
西板持町、東板持町、宮甲田町

1/ ３㈫→１/10㈫

粟ケ池町、川面町、喜志町一～四丁目、木戸山町、
西条町、桜井町、通法寺町

1/ ３㈫→ 12/30 ㈮

向陽台一～三丁目、藤沢台、美山台 1/ ２㉁→１/９㈷
小金台、高辺台三丁目（30～ 66棟）（UR以外）、
津々山台

1/ ２㉁→ 12/29 ㈭

谷川町、富田林町、中野町、中野（大字）、中野町西、
本町、若松町二～五丁目

1/ ３㈫→１/10㈫

ごみは 12月 31日㈯まで通常どおり収集

年末年始のし尿収集日 ※毎月の収集日は、市ウェブサイト（環境衛生課のページ）に掲載しています。
※収集日は、多少前後する場合がありますのでご了承ください。

し尿収集地域 し尿収集日 し尿収集地域 し尿収集日

ア
・
カ
行

青葉丘、加太、喜志町五丁目、五軒家 12/28 ㈬、１/12㈭

ナ
・
ハ
行

中佐備、楠風台、東板持町 12/22 ㈭、１/10㈫
旭ケ丘町 12/23 ㈮、１/６㈮ 中野町 12/22 ㈭、１/５㈭
嬉（桜ケ丘）、彼方 12/26 ㈪、１/12㈭ 中野町西 12/27 ㈫、１/11㈬
嬉（桜ケ丘除く） 12/23 ㈮、１/11㈬ 西板持町（柏木住宅） 12/23 ㈮、１/６㈮
上佐備、甘南備 12/22 ㈭、１/10㈫ 西板持町（柏木住宅除く） 12/20㈫、21㈬、１/６㈮、７㈯
川面町、喜志町一～四丁目、
北大伴町、木戸山町

12/19 ㈪、１/５㈭
錦ケ丘町、富美ケ丘町 12/30 ㈮、１/18㈬
錦織（大字）、錦織南、伏山（聖ケ丘含む）12/28 ㈬、１/14㈯

川向町 12/20 ㈫、１/６㈮ 錦織北 12/27 ㈫、１/10㈫
喜志新家町 12/24 ㈯、１/７㈯ 錦織中・東（笹原町除く）、伏見堂（青山台） 12/27 ㈫、１/13㈮
甲田（北甲田含む） 12/27 ㈫、１/10㈫ 錦織東（笹原町）、伏見堂（青山台除く） 12/23 ㈮、１/11㈬
寿町一丁目 12/22 ㈭、１/５㈭ 平町 12/26 ㈪、１/11㈬

寿町二～四丁目 12/27 ㈫、30 ㈮、１/11 ㈬、
18㈬

別井 12/19 ㈪、１/５㈭
本町 12/28 ㈬、１/13㈮

サ
・
タ
行

西条町、桜井町、通法寺町 12/19 ㈪、１/５㈭

マ
・
ヤ
・
ラ
・
ワ
行

南大伴町 12/21 ㈬、１/７㈯
桜ケ丘町 12/24㈯、26㈪、１/７㈯、９㈷ 宮甲田町 12/28 ㈬、１/13㈮
下佐備、廿山 12/22 ㈭、１/10㈫

宮町 12/29 ㈭、30 ㈮、 １/16 ㈪、
18㈬昭和町 12/29 ㈭、１/16㈪

新家 12/28 ㈬、１/13㈮ 山中田町 12/20 ㈫、１/６㈮
須賀（大字含む） 12/28 ㈬、１/14㈯ 横山 12/26 ㈪、１/12㈭
谷川町 12/21 ㈬、１/５㈭ 龍泉 12/22 ㈭、１/10㈫

常盤町（国道筋） 12/23 ㈮、24㈯、26㈪、
１/６㈮、７㈯、９㈷ 若松町 12/19 ㈪、21 ㈬、 １/ ４ ㈬、

５㈭
常盤町（国道筋除く） 12/19 ㈪、１/４㈬ 若松町西 12/27 ㈫、１/11㈬

富田林町 12/23 ㈮、29 ㈭、１/ ６㈮、
16㈪

藤野ミゼット車収集地区 12/20 ㈫、１/６㈮
阪南ミゼット車収集地区 12/28 ㈬、１/12㈭
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≪公立保育園の保育士≫
・業務内容　①保育業務、②時間外保育業務
※勤務日や勤務地など詳しくは、実施要領をご覧く
ださい。　
・受験資格　①②保育士資格（府地域限定保育士を
含む）を有する人、または令和５年３月31日㈮ま
でに資格取得見込みの人
・採用人数　①５人程度、②９人程度
≪学童クラブ指導員≫
・勤務日　月～土曜日のうち週５日勤務（ローテー
ションにより週６日勤務の場合あり）
・業務内容　学童クラブ指導業務
・受験資格　次の①～④のいずれかに該当する人
①放課後児童支援員認定資格、保育士資格（府地域
限定保育士を含む）、社会福祉士資格、幼稚園教諭
免許、小・中学校教諭免許、高等学校教諭免許のい
ずれかを有する人、または令和５年３月31日㈮ま
でに資格取得見込みの人
②高等学校卒業者などであり、かつ２年以上放課後
児童健全育成事業などの児童福祉事業に従事したこ
とがある人、または令和５年３月31日㈮までに従
事見込みの人
③５年以上放課後児童健全育成事業に従事したこと
がある人、または令和５年３月31日㈮までに従事
見込みの人

④大学など（専門職大学の前期課程を修了した者を
含む）において、社会福祉学、心理学、教育学、社
会学、芸術学または体育学などのいずれかの課程を
修めて卒業（修了）した人、または令和５年３月
31日㈮までに卒業（修了）見込みの人
・採用人数　２人程度
試験日　いずれも令和５年１月15日㈰
試験内容　いずれも書類審査、面接試験
※面接時間・場所については、申し込み時にお知ら
せします。
任用期間　いずれも令和５年４月１日㈯～６年３月
31日㈰
※希望される場合は、勤務成績などにより再度の任
用の手続きが可能です。
合格発表　いずれも令和５年１月末までに本人へ通
知
申し込み　いずれも12月1日㈭～令和５年１月11
日㈬（土・日曜日、祝日、年末年始を除く午前９時
～午後５時30分）に、所定の申込書に写真を貼っ
て必要事項を記入し、資格証の写しを添えて、こど
も未来室（内線282）へ（郵送不可）
※申込書、実施要領は、こども未来室で配布。市ウェ
ブサイト（こども未来室のページ）からダウンロー
ドもできます。

会計年度任用職員 (保育士・学童クラブ指導員 )を募集

をＰｉｃｋ　Ｕｐ！ 　10月18日、賛栄商事株
式会社と連携協定締結式が
実施されました。
 今後は、災害時などに管
理する施設の一部を帰宅困
難者の一時滞在施設として
提供していただくなどにご
協力いただきます。

　10月26日、農業の価値
向上に寄与する農業経営者
を表彰する「なにわ農業賞」
をナカスジファーム代表の
中筋　秀樹さんが受賞さ
れ、市役所に表敬訪問され
ました。

　11月５～６日、彼方上
地区の嬉地域で、３年ぶり
にかかしフェスティバルが
開催されました。
　農道に住民たちの力作が
並び、たくさんの参加者た
ちで賑

にぎ

わっていました。

　11月４日、富田林寺内
町にある「東奥谷家住宅」
を市にご寄付いただき、紺
綬褒章を授与された、奥谷　
直也さんと植田　のぶ子さ
んに、市感謝状の授与を行
いました。
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〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

臨
時
窓
口
（
地
階
）

予
約
方
法　

希
望
日
の
２
開
庁
日

前
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
電
話
で
予
約
の
う
え
、
申
請

者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
予
約
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

か
ら
届
く
交
付
の
ご
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
交
付
以
外
の
手
続
き
は
予
約
不

要
で
す
。

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎
（26）

９
８
１
５
〕、
市
民
窓
口
課
（
内
線

１
３
１
、１
３
２
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

大
阪
府
河
川
防
災
情
報

　

洪
水
な
ど
の
河
川
防
災
情

報
を
提
供
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

12
月
１
日
㈭
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

　

河
川
の
水
位
や
、
大
雨
時
の

避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
一

目
で
確
認
で
き
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
役
に
立
つ
防
災
情
報

で
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
府
河
川
室
河
川
整
備
課
〔
☎

０
６（
６
９
４
４
）７
５
９
２
〕

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

書
を
再
送
付
し
て
い
ま
す

11
月
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
未
取
得

の
人
へ
申
請
書
Ｉ
Ｄ
付
き
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
順
次

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
写
真
を
貼
付
の
う

え
返
信
す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎
（26）
９
８
１
５
〕

ケ
ー
タ
イ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

が
で
き
ま
す

　

市
役
所
お
よ
び
金
剛
連
絡
所

（
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
）に

加
え
、
同
年
３
月
下
旬
ま
で
の
期

間
限
定
で
全
国
の
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ

プ
、
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
、
Ｕ
Ｑ
ス

ポ
ッ
ト
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が

無
料
で
で
き
ま
す
。
携
帯
電
話
の

契
約
先
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
近
く
の

シ
ョ
ッ
プ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

持
ち
物　

申
請
書
Ｉ
Ｄ
付
き
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
お

持
ち
の
人
の
み
）

費
用　

無
料

問
各
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
日

曜
交
付
（
事
前
予
約
制
）

と
き

12
月
４
日
㈰
、11
日
㈰
、令

和
５
年
１
月
８
日
㈰
、
午
前
９
時

店舗名称 ところ 問い合わせ

ドコモショップ金剛東店 小金台二丁目１の35 ☎（28）0660
ドコモショップ富田林店 昭和町二丁目３の24 ☎（26）1991
auショップ富田林藤沢台店 藤沢台一丁目４の 20 ☎（40）0404
au ショップ外環富田林店 寿町三丁目 16の７ ☎（20）1511
ソフトバンク富田林店 昭和町一丁目646の１ ☎（26）2711
ソフトバンク富田林
エコールロゼ店

向陽台三丁目１の１
エコールロゼ３階 ☎（29）9999

市内で申請ができる携帯電話ショップ一覧表市内で申請ができる携帯電話ショップ一覧表

　彼方上地区（嬉・横山・伏見堂）で、タクシー車両
を使用する定時定路線型の乗合タクシー「上セブン
号」の実証運行を、12月28日㈬まで実施しています。
　彼方上地区では、高齢化により移動困難者が急増
しており、この取り組みは地域住民を主体とした新

しい公共交通導入のための実証運行です。実証運
行から本格運行に移行し、引き続き「上セブン号」
を地域で維持・運行していくためには、たくさん
の人に積極的に利用していただくことが大切です。
　生まれたばかりの「上セブン号」をなくてはな

らない地域の足に育てていくため
に、皆さんのご協力をお願いしま
す。
運行時間　午前９時～午後６時
運賃　大人＝300円、小児・障が
い者＝150円
※運賃の詳細や時刻表など詳しく
は、市ウェブサイト（道
路交通課のぺージ）をご
覧ください。
問道路交通課（内線416）

彼方上地区地域公共交通「上
かみ

セブン号」の実証運行
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機
能
な
ど
も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

●
安
ま
ち
メ
ー
ル　

　

大
阪
府
警
察
か
ら
、
ひ
っ
た
く

り
や
路
上
強
盗
、
子
ど
も
・
女
性

へ
の
被
害
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
防

犯
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
阪

府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

安
ま
ち
ア
プ
リ
・
安
ま

ち
メ
ー
ル
の
活
用
を

●
安
ま
ち
ア
プ
リ　

　

大
阪
府
警
察
か
ら
の
府
内
の
犯

罪
発
生
情
報
や
防

犯
対
策
情
報
な
ど

を
閲
覧
で
き
る
防

犯
ア
プ
リ
で
す
。

　

安
ま
ち
メ
ー
ル
の
受
信
や
、
防

犯
マ
ッ
プ
の
確
認
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
痴
漢
撃
退
、
防
犯
ブ
ザ
ー

日程 時間 内容

令和５年１月
14日㈯

午前10時～正午 講義（本市の防災対策について）

午後１時～４時 実技講習（普通救命講習）

令和５年１月
21日㈯

午前10時～正午 講義（地震災害と風水害について）

午後１時～３時 講義（防災シミュレーションについて）

令和５年１月
28日㈯

午前 10時～ 11時 実技講習（備蓄倉庫内の資機材取り扱いの実習）

午前 11時～正午 実技講習（応急担架作成方法、負傷者搬送方法、
ロープ結束など）

午後１時～３時 講義（防災士による講演）

富
田
林
市
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　

同
講
座
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立

や
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

を
お
考
え
の
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

全
科
目
を
受
講
し
た
人
に
富
田

林
市
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り（
全

３
日
）　

と
こ
ろ　

市
役
所
他

定
員　

10
人
程
度　

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

12
月
５
日
㈪
〜
16

日
㈮
に
、
危
機
管
理
室
（
内
線

９
５
０
３
）
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
）

大阪広域水道企業団との統合に
関する住民説明会を開催

　本市では、市民の皆さんに安全・安
心な水をお届けし続けるため、古く
なった水道施設の更新や、地震に強い
水道管の入れ替えなどの取り組みを
行っています。
　一方で、人口減少による水道料金収
入の減少や、ベテラン職員の退職に伴
い技術者が減っていくなど、さまざま
な問題を抱えています。
　これらの問題を改善し、安定した水
道事業の運営を続けるために、大阪広
域水道企業団との統合に向けた検討・
協議を継続し進めています。
　このたび、市の考えを説明し、市民
の皆さんのご意見を伺うため、住民説
明会を開催します。本市水道事業の将
来について大切な説明になりますの
で、ぜひ皆さんご参加ください。

問上下水道総務課（内線251）

電気火災に注意！
　空気が乾燥し、寒さが厳しくなる季節になり、全国的に電気ス
トーブや電子レンジを出火原因とする火災が増加しています。次
の点に注意しましょう。
〇電気ストーブを使用するときの注意
・外出するときや寝る前には必ず消す　・燃えやすいものは近く
に置かない　・ストーブの上に洗濯物を干さない　・使わないと
きは電源プラグをコンセントから抜く　・電源プラグやコードが
傷んでいたら使用しない
〇電子レンジを使用するときの注意
・庫内の汚れは小まめに掃除する　・食品を加熱しすぎない
・電子レンジの周囲には、可燃物を置かない
※庫内から火が出た場合は、扉を開けずに電源を遮断する。慌て
ずに庫内の様子を確認し、火が消えなければ扉を閉めたまま消火
器などの消火器具を準備する。
問市消防本部予防課〔☎ (23)1124〕

天ぷら油による火災が多数発生
　天ぷら鍋の油を約180℃程度に加熱して天ぷらな
どの揚げ物を調理しますが、調理中にコンロから離
れて加熱を続けることにより油が発火し火災となるものです。
〇天ぷら油火災の防止と対策
・その場を離れるときは火を消して　・コンロに火をつけたまま、
その場を離れない　・加熱防止装置付コンロなど安全
装置のついた調理器具を使用する
〇絶対してはいけないこと　・水をかける
※詳しくは、市ウェブサイト（消防本部のページ）をご覧ください。
問市消防本部消防署〔☎ (23)0119〕

とき ところ
12月18日㈰、午前10時～ 金剛連絡所２階ホール
12月 18日㈰、午後２時～ 市役所401会議室

12月 20日㈫、午後７時～ レインボーホール（市
民会館）１階大会議室

12月 21日㈬、午後７時～ 市役所401会議室
※当日直接会場へ。
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障がい者週間
～共生社会の
　実現をめざして～

　

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
や

経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
12
月
３
日
〜
９

日
は
「
障
が
い
者
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
身
体
障
が
い
者
福

祉
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
が

協
力
し
、
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
障
が
い
者
を
特
別
視

し
な
い
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

《
障
が
い
の
あ
る
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
つ
》

・
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
応
対
は
、

「
ゆ
っ
く
り
」「
て
い
ね
い
に
」「
く

り
か
え
し
」
を
心
掛
け
る
。

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
を
つ

く
り
、
相
手
の
様
子
に
合
わ
せ
て
、

話
を
よ
く
聞
く
。

・
質
問
に
よ
り
、
相
手
の
気
持
ち

を
確
認
す
る
。「
は
い
」「
い
い
え
」

で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
質
問
す
る
。

・
絵
記
号
な
ど
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
な
ど
を
使
い
、視

覚
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

障
が
い
者
相
談
員
制
度
の 

ご
利
用
を

　

本
市
で
は
、
障
が
い
者
や
そ
の

家
族
か
ら
福
祉
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
、
必
要
な
助
言
を
す
る

同
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

肢
体
障
が
い
関
係

田た

中な
か　

洋ひ
ろ
し

さ
ん
（
桜
井
町
）

〔
☎
０
９
０（
７
１
１
４
）３
４
６
８
〕

岡お
か

部べ　

和か
ず

人と

さ
ん
（
梅
の
里
）

〔
☎
（26）
０
１
６
７
〕

西に
し

田だ　

卓た
く

司し

さ
ん
（
清
水
町
）

〔
☎
（26）
３
０
８
０
〕

安あ

藝き　

真し
ん

剛ご
う

さ
ん
（
寺
池
台
）

〔
☎
（40）
１
１
１
７
〕

聴
覚
障
が
い
関
係

栗く
り

栖す　

美み

鈴す
ず

さ
ん
（
桜
ケ
丘
町
）

〔
☎
・
℻  
（24）
１
５
８
７
〕

北き
た

野の　

隆た
か

雄お

さ
ん
（
藤
沢
台
）

〔
☎
・
℻  
（29）
２
４
４
８
〕

視
覚
障
が
い
関
係

中な
か

井い　

美み

代よ

子こ

さ
ん（
若
松
町
西
）

〔
☎
（23）
５
７
４
０
〕

知
的
障
が
い
関
係

児こ

玉だ
ま　

知ち

世よ

子こ

さ
ん（
津
々
山
台
）

〔
☎
（29）
５
４
２
８
〕

井い
の

上う
え　

節せ
つ

子こ

さ
ん
（
須
賀
）

〔
☎
（54）
５
６
３
０
〕

精
神
障
が
い
関
係

砂す
な
は
ら原　

大だ
い
す
け介
さ
ん
（
向
陽
台
）

〔
☎
（21）
７
６
５
７
〕

問
障
が
い
福
祉
課（
内
線
１
９
２
）

12 月３日～９日は

富
田
林
市
立
地
適
正
化
計
画（
素
案
）

　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
人
口
密
度
維
持
の
た
め
、
生

活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、

持
続
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
居

住
を
誘
導
す
る
「
居
住
誘
導
区

域
」
と
、
医
療
、
福
祉
、
商
業
な

ど
の
都
市
機
能
を
都
市
の
中
心
拠

点
や
生
活
拠
点
に
集
約
し
、
こ
れ

ら
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
が
効
率
的
に

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
施
設
を
誘
導

す
る
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
と

い
う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
設
定
し
、
地

域
公
共
交
通
網
と
の
連
携
に
よ
り
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
進
め
る
た
め

に
、「
富
田
林
市
立
地
適
正
化
計

画
」
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

◇意見などの募集期間　12月１日㈭～28日㈬
◇閲覧方法　12月１日㈭～、市役所１階都市魅力課お
よび都市計画課、金剛連絡所、中央・金剛図書館、中央・
金剛・東公民館、人権文化センター、T

ト ピ ッ ク

ｏｐｉｃ（きら
めき創造館）、すばるホール、レインボーホール（市民
会館）、総合福祉会館、けあぱる、かがりの郷、保健セ
ンター、市民総合体育館、総合スポーツ公園、
きらめきファクトリーまたは市ウェブサイト
でご覧いただけます。
◇意見などの提出方法　12月28日㈬（消印有効）まで
に住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、封書、
ファクス、メールで〒584-8511常盤町１の１　都市計
画課〔℻   (24)0269・メール tokei@city.tondabayashi.
lg.jp〕へ
※直接持参も可。電話での受け付けはできません。なお、
提出されたご意見は、反映できるように検討させていた
だきますが、個別に回答できませんのでご了承ください。
問都市計画課（内線453、451）

生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障
害児・者等実態調査）を12月１日㈭より実施

　厚生労働省により抽出された調査区を対象に、調査
員が訪問し、調査の趣旨の説明、調査の対象となるか
の確認、調査票の配布を行います。調査区に該当する
地域にお住まいの人には、あらかじめ、お知
らせしますので、ご協力をお願いします。
問障がい福祉課（内線192）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
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　本市では、ひとり親家庭の自立促進と生活の安定を
図ることを目的に、次の事業において給付金を支給し、
ひとり親家庭を支援しています。
　いずれの事業も事前の相談が必要になります。詳し
くは、お問い合わせください。

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金事業

　仕事に必要な資格の取得をめざして講座を受講する
場合、受講料の一部が支給されます。
対象者　市内在住のひとり親家庭の親で、児童扶養手当
の支給を受けている、または同様の所得水準にある人
対象講座　雇用保険制度の教育訓練給付金の指定教育
訓練講座（特定一般教育訓練、専門実践教育訓練にお
いては、専門資格の取得を目的とする講座に限る）
※対象講座について詳しくは、厚生労働大臣
指定教育訓練講座システムをご覧ください。
支給額　対象講座の受講のために支払った費用（入学
料および受講料に限る）の60％を支給
※支給額の上限は20万円です。ただし、支給額が
１万2000円を超えない場合は支給の対象になりませ
ん（対象講座と修学年数に応じて上限が160万円とな
る場合があります）。
※雇用保険制度の教育訓練給付金の受給資格者は、雇
用保険制度から支給される給付金の額を差し引いた額
を支給します。
※受講開始時点での雇用保険制度による同給付金の受
給資格の有無の確認のため、ハローワーク河内長野へ
行く必要があります。

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金等事業

　就業をめざして資格を身に付けるために、養成機関
で受講する場合、生活費の一部として給付金が支給さ
れます。
対象者　市内在住のひとり親家庭の親で、児童扶養手
当の支給を受けている、または同様の所得水準にある人
対象資格　看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、

理学療法士、作業療法士、歯科衛生士、美容師、社会
福祉士、製菓衛生師、調理師
給付金の種類
①訓練促進給付金　申請月分から、次の金額を支給
◆市・府民税非課税世帯＝月額10万円
◆市・府民税課税世帯＝月額７万500円
※養成課程修了前の最後の12カ月は支給時に月額
４万円増額となります。
②修了支援給付金　各資格の養成課程修了後、次の金
額を支給
◇市・府民税非課税世帯＝５万円
◇市・府民税課税世帯＝2万5000円

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格
支援事業

　就職などのために高等学校卒業程度認定試験合格の
ための講座を受講する場合、受講料の一部が支給され
ます。
対象者　市内在住のひとり親家庭の親または児童で、
申請者が児童扶養手当の支給を受けている、または同
様の所得水準にある人
給付金の種類
①受講開始時給付金　対象講座の受講開始のために支
払った費用（入学料および受講料に限る）の30％を
支給
※支給額の上限は7万5000円です。ただし、支給額
が4000円を超えない場合は支給の対象になりません。
②受講修了時給付金　受講後に対象講座の受講のため
に支払った費用（入学料および受講料に限る）の40％に
相当する額から受講開始時給付金額を引いた額を支給
※①②の合計支給額の上限は10万円です。ただし、支給
額が4000円を超えない場合は支給の対象になりません。
③合格時給付金　合格後に、対象講座の受講のために
支払った費用（入学料および受講料に限る）の20％
を支給
※①②③を合わせた支給額の上限は15万円です。

が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

お
よ
び
乳
房
補
正
具
購
入
費

を
助
成　

　

本
市
で
は
、
が
ん
患
者
の
が
ん

治
療
と
就
労
や
社
会
参
加
の
両
立

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
購
入
に

伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
医
療
用
補
正
具
（
ウ
ィ
ッ

グ
お
よ
び
乳
房
補
正
具
）
の
購
入

費
用
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
②
全
て
に
該
当

す
る
人

①
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
が
ん
治
療
に
伴
い
、
脱
毛
ま
た

は
乳
房
を
切
除
し
、
補
正
具
を
活

用
し
て
い
る
こ
と

助
成
対
象　

ウ
ィ
ッ
グ
お
よ
び
乳

房
補
正
具（
各
一
生
涯
１
回
限
り
）

助
成
額　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、お
よ

び
乳
房
補
正
具
購
入
額
の
２
分
の

１
の
額
で
、そ
れ
ぞ
れ
上
限
２
万
円

申
請
期
限　

補
正
具
を
購
入
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推

進
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎
（28）
５
５
２
０
〕

ひとり親家庭への支援事業 問こども未来室（内線 204）
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人権
12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間　

　

１
９
４
８
年
12
月
10
日
、
国
連

に
お
い
て
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

と
国
々
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
、
世
界
中
で
人
権
擁

護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
務
省
お
よ
び
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
「
人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
全
て
の
人
が
互

い
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
え
る
よ

う
人
権
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
有
無
、
性
別
、

国
籍
、
文
化
、
出
生
、
年
齢
な
ど

の
違
い
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
参
加
、
協

働
で
き
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課（
内
線
４
７
２
）

２
０
２
２
と
ん
だ
ば
や
し 

人
権
フ
ェ
ア

　

講
演
会
を
は
じ
め
、
市
民
活
動

団
体
に
よ
る
発
表
、「
私
（
た
ち
）

の
大
切
な
も
の
」
写
真
展
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

12
月
10
日
㈯
、
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル
３
階
展

示
室
な
ど

内
容
な
ど　

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

団
体
発
表
（
午
前
10
時
〜
11
時
）

・
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
演
奏
な

ど
の
発
表

②
表
彰
式
（
午
前
11
時
〜
正
午
）

・
小
学
６
年
生
「
私
（
た
ち
）
の

好
き
な
も
の
、
大
切
な
も
の
」
ポ

ス
タ
ー
表
彰
式

③
講
演
会（
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
）

・
米
田　

和
子
さ
ん
（
特
別
支
援
教

育
士
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）に
よ
る

講
演
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
関
わ
り
か
た
〜
ペ
ア
レ
ン

ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
〜
」

④
展
示
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分
）

・
小
学
生
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー

・
第
15
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な
も
の
」

写
真
展

・
各
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
展

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

①
②
④
は
当
日
直
接

会
場
へ
、
③
は
12
月
７
日
㈬
ま
で

に
、
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
４
）へ（
定
員
１
０
０
人
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
権
・
市

民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
９
日
㈮
、
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
地
下
９
０
４
会

議
室
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

※
当
日
は
、
電
話
で
も
相
談
で
き

ま
す
（
内
線
５
４
４
）。

問
人
権
・
市
民
協
働
課（
内
線
４
７
１
）

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
を
実
施

　

今
後
の
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市

内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の

１
５
０
０
人
を
対
象
に
「
人
権
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
調
査
票
が
届
い
た

人
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て

回
答
を
ご
返
送
い
た
だ
く
か
、
同

封
書
類
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
回
答
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課（
内
線
４
７
１
）

12
月
10
日
〜
16
日
は 

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関

心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
「
拉
致
問
題
」
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い

て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
富
田
林
警
察
署〔
☎
(25)
１
２
３
４
〕

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
を
追
加
受
け
付
け

　

本
市
で
は
、
令
和
５
年
度
の

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
を
追
加
で
受

け
付
け
ま
す
。

提
出
要
領
の
配
布　

12
月
１
日

㈭
〜
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分
）、
契
約
検
査

課
で
配
布

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
契
約
検

査
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　

事
前
に「
富
田
林

市
業
者
登
録
受
付
シ
ス
テ
ム
」に

必
要
事
項
を
入
力
し
、令
和
５
年

１
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮（
消
印

有
効
）に
、必
要
書
類
を
郵
送（
一

般
・
簡
易
書
留
）ま
た
は
宅
配
便

で
契
約
検
査
課
へ（
持
参
不
可
）

※
上
下
水
道
事
業
の
入
札
参
加

を
希
望
の
場
合
も
、
契
約
検
査

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

資
格
有
効
期
間　

令
和
５
年
４

月
１
日
㈯
〜
６
年
３
月
31
日
㈰

の
１
年
間

問
契
約
検
査
課
（
内
線
４
７
６
）

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を

　

空
き
家
の
所
有
者
は
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
適
正
な
管
理
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、周

辺
に
危
険
を
及
ぼ
し
た
り
、敷

地
内
の
樹
木
が
繁
茂
し
、近
隣

に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
空

き
家
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
宅
政
策
課（
内
線
４
３
７
）
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　今年の二中のスローガンは「時間は有限　笑顔は
無限」です。生徒会がスローガンに入れたいフレー
ズをいくつか考え、全校生徒にそのフレーズを使っ
たスローガンを募集し、投票で決定します。決まっ
たスローガンの掲示物を作
成するのが生徒会で、今年
も全員で協力して作成しま
した。給食棟前廊下に掲示
されています。
　体育祭では、生徒会が司会進行や競技の実況を行
います。前期生徒会にとって体育祭は集大成なので、
全員が一生懸命練習をしました。本番当日、表情は

緊張しつつもやる気に満ち溢
あふ

れていました。急な変
更にも臨機応変に対応し、ア
ドリブを加えるなどして司会
進行、開閉会式でのあいさつ、
各競技での実況をやり切りま
した。
　今年度は限られた時間の中でいろいろなことに取
り組み、全校生徒が笑顔で学校生活を送れるように
精進していきたいと思います。

問教育指導室（内線365）

生徒会数珠つなぎ
市内中学校の生徒会活動を毎月ご紹介

市立第二中学校

１月号では、明治池中学校の生徒会活１月号では、明治池中学校の生徒会活
動を紹介します！動を紹介します！

　本校は、昭和45年に大阪府
立富田林養護学校として開校し
ました。昭和48年に高等部が設
置され、平成21年に増築棟が完
成したところで現在の姿になっています。令和2年
には創立50周年を迎えました。
　本校では、地域の皆さまと保
護者の方の協力のもとで、「甘
南備広場」という教育コミュニ
ティを展開しています。ボランティアの方々による

図書の読み聞かせやヘルマンハープ演奏会、花壇の
お手入れやベルマーク運動などの取り組みが、令和
元年度には「地域学校協働活動」推進に係る文部科
学大臣表彰、令和2年度には「障害者の生涯学習支
援活動」に係る文部科学大臣表彰を受賞しています。
　自然豊かな環境に恵まれ、児童生徒の多くは空色
の通学バスで登校しています。高等部の生徒の何人
かは、近鉄富田林駅から出ている金剛バスに乗って、
自分の力で通学しています。今年度は、２年間できな
かったプール学習も再開し、運動会・体育大会や学習
発表会も感染症対策に気をつけながら実施しました。

問教育指導室（内線365）

府立富田林支援学校

府立学校紹介
ー市内の府立学校を順次ご紹介ー

１月号では、府立金剛高等学校を紹介します！

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

売
却
物
件　

若
松
町
東
一
丁
目

３
２
８
番
１
（
旧
第
２
自
転
車
等

保
管
所
）

現
地
説
明
会　

令
和
５
年
１
月
11

日
㈬
、
午
後
２
時
〜
（
当
日
、
直

接
現
地
へ
）

実
施
要
領
の
配
布

12
月
12
日
㈪

〜
令
和
５
年
１
月
20
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）
に
、
行

政
管
理
課
で
配
布　

※
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（
行
政
管
理
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

入
札
参
加
申
し
込
み　

令
和
５
年

１
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
に
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
行
政

管
理
課
へ
持
参
（
郵
送
不
可
）

入
札　

令
和
５
年
１
月
26
日
㈭
、

午
後
２
時
に
入
札
書
な
ど
を
入
札

室
へ
持
参

開
札　

入
札
締
切
後
直
ち
に
開
札

※
入
札
前
に
所
定
の
入
札
保
証
金

の
納
付
が
必
要
で
す
。

※
落
札
者
は
、市
の
指
定
す
る
期
日
ま

で
に
契
約
締
結
と
契
約
保
証
金
・
売

買
代
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
令
和
４
年
度
市
有
地

売
却
実
施
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
行
政
管
理
課
（
内
線
３
４
０
）

第二中学校のスローガンが書かれた横断幕第二中学校のスローガンが書かれた横断幕

学校外観学校外観

ヘルマンハープヘルマンハープ

学習発表会学習発表会 プールプール
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住民本台帳人口
（令和4.3.31現在) 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費率 (B/A) 令和２年度の

人件費率 (参考 )
108,514 人 47,591,131千円 856,228 千円 8,207,444 千円 17.3% 14.5%

※人件費には、特別職に支給される給料または報酬などを含みます。

■人件費の状況（令和３年度普通会計決算）

区　分 経験年数 10～ 15年 経験年数 15～ 20年 経験年数 20～ 25年

一般行政職
大学卒 280,600 円 316,300 円 369,100 円
高校卒 245,900 円 293,400 円 343,100 円

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在）

一般行政職
大学卒 188,700 円
高校卒 154,900 円

■給料月額初任給の状況（令和４年４月１日現在）

一般行政職
平均給料月額 312,700 円
平均年齢 41 歳 10カ月

■平均給料月額・平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）

職員数(A)
（令和4.3.31現在)

給与費 一人当たりの
給与費 (B/A)給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計 (B)

842 人〔１人〕 2,871,627千円 883,577 千円 1,249,047 千円 5,004,251 千円 5,943 千円
※職員手当に退職手当を含みません。〔　〕は再任用短時間勤務職員の職員数で、職員数に含まれています。

■職員給与費の状況（令和３年度普通会計決算）

支給率 支給対象職員数 １人当たり平均支給額
６％ 930人 20,000 円

■地域手当の状況（令和４年４月）

区分 富田林市 国

扶
養
手
当

扶養親族のある職員に対して次の区
分により支給（月額）
・配偶者＝ 6,500 円※
・扶養親族１人につき
　（子）＝ 10,000 円
　（父母等）＝ 6,500 円※
・満 16歳の年度初めから満 22歳
の年度末までの子＝ 5,000 円加算
※行政職俸給表（一）８級以上職員
等の場合、支給額は 3,500 円。

扶養親族のある職員に対して次の区
分により支給（月額）
・配偶者＝ 6,500 円※
・扶養親族１人につき
　（子）＝ 10,000 円
　（父母等）＝ 6,500 円※
・満 16歳の年度初めから満 22歳
の年度末までの子＝ 5,000 円加算
※行政職俸給表（一）８級以上職員
等の場合、支給額は 3,500 円。

住
居
手
当

住居を賃借している職員に対して次
の区分により支給（月額）
・家賃が月額 23,000 円以下の場合
　＝家賃－ 12,000 円
・家賃が月額 23,000 円を超える場
合＝（家賃－23,000 円）×1/2
　　+11,000 円
※支給限度額 27,000 円。

住居を賃借している職員に対して次
の区分により支給（月額）
・家賃が月額 27,000 円以下の場合
　＝家賃－ 16,000 円
・家賃が月額 27,000 円を超える場
合＝（家賃－27,000 円）×1/2
　　+11,000 円
※支給限度額 28,000 円。

通
勤
手
当

〇交通機関を利用して運賃等を負担
している職員に対して支給（月額）
・１カ月当たりの運賃等相当額が
55,000 円まで全額支給
※通用期間６カ月の定期券の価格を
基礎に手当額を算出
〇交通用具等を利用している職員に
対して支給＝ 2,000 円～ 20,500 円

〇交通機関を利用して運賃等を負担
している職員に対して支給（月額）
・１カ月当たりの運賃等相当額が
55,000 円まで全額支給
※通用期間６カ月の定期券の価格を
基礎に手当額を算出
〇交通用具等を利用している職員に
対して支給＝ 2,000 円～ 31,600 円

■扶養・住居・通勤手当の支給割合（令和４年４月１日現在）

給与の状況

　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づ
き、生計費、国や他の地方公共団体の職員、民間事業の従事者
の給与などを参考にして定められています。
　また、給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て、「一般職
の職員の給与に関する条例」「職員の退職手当に関する条例」な
どで定められています。

区　分 月額など 区　分 月額など

給　料
市　長※ 1 808,000 円

報　酬
議　長 700,000 円

副市長※2 756,000 円 副議長 650,000 円
教育長※2 666,000 円 議　員 610,000 円

※ 1　市長は、令和２年４月から、20%削減しています。
※ 2　副市長・教育長は、令和２年４月から、10％削減
しています。

区　分 期末手当 勤勉手当

期末・
勤勉手当

市　長
副市長
教育長

６月期 2.075 カ月分 －
12月期 2.075 カ月分 －
合計 4.15 カ月分 －

議　長
副議長
議　員

６月期 2.075 カ月分 －
12月期 2.075 カ月分 －
合計 4.15 カ月分 －

■特別職の給料などの状況（令和４年４月１日現在）

職
員
給
与
と
職
員
数
な
ど

職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
勤
務
条
件
な
ど
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

※
条
例
に
基
づ
く
公
表
内
容
の
全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
事
課
の
ペ
ー
ジ
）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問
人
事
課
（
内
線
３
２
２
）、　

政
策
推
進
課
（
内
線
５
１
４
）

令
和
３
年
度

区　分
富田林市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

0.95 カ月分
（0.45 カ月分）

1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

0.95 カ月分
（0.45 カ月分）

12 月期 1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

0.95 カ月分
（0.45 カ月分）

1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

0.95 カ月分
（0.45 カ月分）

合　計 2.4 カ月分
（1.35 カ月分）

1.9 カ月分
（0.9 カ月分）

2.4 カ月分
（1.35 カ月分）

1.9 カ月分
（0.9 カ月分）

職制上の段階、職務の
等級による加算措置 あり あり

■期末・勤勉手当の支給割合（令和４年４月１日現在）

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
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区　分 職員数 令和３年度と４年度の比較
部　門 ２年度 ３年度 ４年度 増員数 減員数 差し引き 主な増減の理由

一般行政部門

議　会 ６ ６ ６ 0 ０ ０

総　務 126 124 131 14 7 7

（増）総務一般部門における機構の新設および欠員補充、総務一般部門・
行政委員会部門・広報広聴部門・管財部門の体制充実、防災部門から位置
付け変更
（減）総務一般部門の体制見直しおよび欠員不補充

税　務 43 42 42 1 １ 0 （増）税務部門の体制充実
（減）税務部門の一部業務委託

民　生 249 244 244 0 0 0
衛　生 55 57 60 3 ０ 3 （増）保健センターの体制充実
農林水産 10 10 10 0 0 0
商工労働 ７ ８ 7 0 1 ▲１ （減）商工一般部門の事業廃止
土　木 48 49 49 0 0 0
小　計 544 540 549 18 9 9

特別行政部門

教　育 127 127 129 4 2 2
（増）保健体育一般部門・その他の社会教育施設部門の欠員補充、保健体
育部門の位置付け変更、文化財保護部門の体制充実
（減）中学校事務部門・社会教育一般部門の退職不補充

消　防 159 163 163 1 1 0 （増）消防部門の体制見直し
（減）防災部門への位置付け変更

小　計 286 290 292 5 3 2
普通会計合計 830 830 841 23 12 11

公営企業等

病　院 ０ ０ ０ ０ ０ ０
水　道 34 34 35 1 ０ 1 （増）水道部門の体制充実
下水道 13 13 13 ０ ０ ０
その他 41 40 41 1 0 １ （増）介護保険事業部門の欠員補充
小　計 88 87 89 2 0 2

総合計 918 917 930 25 12 13

健
康
管
理
の
実
施

　

職
員
が
能
力
を
発
揮
し
、
職
務

を
迅
速
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
た

め
、
ま
た
、
日
頃
の
健
康
管
理
や

快
適
な
職
場
環
境
の
確
保
の
た
め
、

「
市
職
員
労
働
安
全
衛
生
管
理
規

程
」
な
ど
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
利
厚
生
の
状
況

　

地
方
公
共
団
体
は
地
方
公
務
員

法
に
よ
り
、
職
員
の
福
利
厚
生
を

実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
市
職
員

福
利
厚
生
会
に
お
い
て
、
福
利
厚

生
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※本表における「一般行政部門」は、国の統計による分類です。■部門別職員数および増減の状況（各年度４月１日現在）

事
業
内
容

・各種健康診断
・産業医による健康
相談
・ハラスメント・メ
ンタルヘルス相談
・メンタルヘルス研
修　

■健康管理の実施
　（令和３年度）

■福利厚生の実施
　（令和３年度）

職員数などの状況

区　分 標準的職務 職員数 構成比
１級 他の級に属さない職務 32人 7.1%

２級 知識または経験を必要とする業務を行う職員の
職務 78人 17.4%

３級 副主任 72人 16.1％
４級 係長・主査・主任 145人 32.4％
５級 課長代理・分署長代理・主幹 61人 13.6%
６級 課長・分署長・参事 37人 8.3%
７級 次長・次長代理・副署長 11人 2.4%
８級 部長・消防長・理事・署長 12人 2.7%

合　計 448 人 100%
名称・内容 講座数 受講者数

《市単独集合研修》
基本研修（新規採用職員研修、職階別研修ほか） 21件 862人

《講習会・説明会》講習会・説明会 0件 0人
《研修生・実習生受け入れ》
フィールドワーク、OB・OG訪問 1件 5人

《共同研修》中部都市研修協議会主催研修 7件 43人
《派遣研修》マッセOSAKA主催研修 22件 41人
《派遣研修》その他 10件 19人

採用（令和４年４月１日） 退職（令和３年度中）
30 人 28人

本庁勤務の一般職員 月～金曜日（休日は除く）
勤務時間：午前９時～午後５時30分（うち休憩時間45分）

■一般行政職の級別職員数（普通会計）（令和４年４月１日現在）

■研修の状況（令和３年度）

■採用および退職の状況

■勤務時間の状況（令和４年４月１日現在）

処分の種類 処分者数

分限処分

免　職 1 人
休　職 9 人
降　任
降　給

懲戒処分

免　職
停　職
減　給 2 人
戒　告

■分限・懲戒処分の状況（令和３年度）

個人
掛け金 800円（月額）

市補助金 670円（月額）

主な
事業内容

・生活資金貸付
・人間ドック補助金
など

　職員定数は「職員定数条例」の範囲内で配置しています。組織体制の見直しを行い、厳しい財政状況に対応するため適正な職員配置に努め
ています。
　また、地方公務員法の規定に基づき、職務遂行能力の向上を図ることなどを目的として、毎年職員研修を実施しています。
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